
 近畿本部 情報工学部会１２月度例会の案内  

 

◇日時：２０１７年１２月１６日(土)１３時～１７時 
◇場所：四ツ橋セントラルビル６０４号・会議室 
    大阪市西区新町１丁目３番１２号 
    (地下鉄四ツ橋下車１Ａ出口から四ツ橋筋を北へ約１分，東側ビル６階) 
◇会費：日本技術士会会員(1000 円)，未入会者(2000 円)，学生(無料) 

 
＜プログラム＞ 
1．運営(幹事)会 13:00～13:40 
 
◇本年度幹事名簿(敬称略・順不同): 
天野，加賀谷，鍜治，川本，佐藤(力)，隅田(清)，野原，東山，柏原，北村，本多， 
桝一，山口 
 
2．講演 14:00～15:15 宇佐美 康 技術士（情報工学） 
『IoT をめぐる冒険』 
(概要) 社会的ニーズの高まりと共に、IoT が実際のビジネスの現場で活用される事例 
が増えてきた。既知の課題を解決するための手段として、あるいは新規ビジネスの開拓 
にて IoT によるデータ収集は、もはや必須の手段である。また、企業が商用目的で大規

模に取り組む事例の他に、個人レベルでも安価な端末やクラウドを活用することで、手

軽に IoT を始められる環境が整ってきている。本講演では、Raspberry Pi、センサー、

通信端末、クラウドを組合せたシステムを紹介し、誰でも簡単に取り組める IoT の実例

として提案する。さらに、システム導入時の課題や、IoT の潜在的な可能性についても

議論する。 
 
3．講演 15:25～16:40 川本 康貴 技術士（情報工学） 
『研究所からの技術移管・その後』 
(概要) 研究所の成果を事業化するための技術移管は，MOT の観点からみても非常に重 
要である．しかし，技術移管時には事前に準備をしていても思いがけない事情で作業が

うまくいかなくなることが多々ある．また、技術移管方法に関してもその時の社内体制

や社内事情を考慮した方法を取らないとうまくいかない。 
本講演では自身が体験した技術移管事例を紹介し，実施に際しての課題や解決方法を 
議論したい。本講演は 2014 年 11 月の講演内容の拡張版です。 
 
4．16:40～ 部会連絡事項 
 
5．17:15～ 忘年会：酒蔵鍋 

（会費：参加人数によりますが4000円未満） 
      http://sakaguranabe.jp/honmachi.html 
 
 
1 月例会は 1 月 1９日（金）予定です。 


